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研究成果の概要（和文）：中東の湾岸諸国では、アラブ首長国連邦（UAE）やカタルのように在住外国人の割合が8割を
超える国家が出現している。本研究では、外国人が総人口の一定の割合を占める湾岸諸国の国民国家を仮に「多外国人
国家」と呼ぶ。そして、湾岸諸国の「多外国人国家」及び外国人労働者送り出し国側の双方におけるフィールド調査に
基づいて、これまで明らかにされてこなかった、湾岸諸国に生きる外国人労働者がどのような局面で他者と共生あるい
は分断するのかを分析し、そのダイナミズムを湾岸型モデルとして提示する。これは欧米中心の多文化共生モデルとは
異なる外国人受け入れのモデルとなる。

研究成果の概要（英文）：A large expatriate population resides in the six oil-rich Arab Gulf states. In som
e of them, such as the United Arab Emirates and Qatar, the percentage of foreign population has exceeded 8
0 percent. Despite such an unprecedented nature of the phenomenon, few studies have been done to investiga
te it in a comprehensive manner. This research project, consisting of area studies experts on both Gulf co
untries and major sending countries, has examined how these states have managed the huge migrant workers c
oming from around the globe without much political turmoil, as well as how migrants themselves manage to l
ive in an extremely multicultural social environment, all employed as unstable temporary contractual worke
rs, focusing on their relationships with co-nationals and those of different nationalities. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 グローバリゼーションの時代、中東の湾岸
諸国は新たな注目を集めている。巨額のオイ
ルマネーを使ってインフラ整備を行った後、
経済の脱石油化の先端産業を推進するなど、
その躍進はとどまる様子がない。一方、湾岸
諸国はもともと人口が希少であり、そうした
経済的躍進を支えているのは 2,200 万人に及
ぶ外国人労働者である。全人口にしめる外国
人の割合も増加し、最も割合が高い国 UAE
やカタルにいたっては 8 割超を占める。UAE
のドバイなど一部の都市では、外国人労働者
の国籍も多様化し、コスモポリタンな都市空
間が出現している。 
 ところが、外国人の受け入れに関する議論
では、湾岸諸国の経験について詳しく言及さ
れることは稀である。グローバリゼーション
が加速する中で、外国人労働者の受け入れを
制度化しようとするために世界中の「ベス
ト・プラクティス」事例を採用する動きが進
んでいる。世界最大の契約労働者の受け入れ
地域である湾岸諸国をこの議論の中で無視
することはできない。人口の多数を占める外
国人労働者の主体性や外国人労働者間の関
係、あるいは外国人労働者と受け入れ国の自
国民との関係についての実態に基づいた分
析を行うことが必要である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 これまでの研究蓄積や実現可能性の観点
から、受け入れ国として UAE、送り出し国
としてフィリピンを主軸としながら、他国の
状況も比較検討し、湾岸地域における移民た
ちの共生・分断のモデルを構築する。受け入
れ国としては、UAE と同様に外国人率が高
いカタルと、約 800 万人という域内最大数の
外国人を擁するサウジアラビアを、送り出し
国としては、湾岸諸国における最大の送り出
し国であり、湾岸との歴史的なつながりも深
いインドと、逆に湾岸への労働者送り出しの
新興国であるインドネシアを設定する。湾岸
諸国には欧米やアラブ諸国などの出身者も
いるが、それらの地域出身者の状況はフィリ
ピン人の置かれている状況と大きく異なる
ため、本研究における直接的な比較対象国と
しない。 
 具体的テーマとして次の 4つの論点を取り
上げる。 
●テーマ 1．湾岸諸国における外国人労働者
政策の動向 
●テーマ 2．湾岸諸国における自国民と外国
人の間の共生と分断 
●テーマ 3．湾岸諸国における国籍が異なる
外国人の間の共生と分断 
●テーマ 4．湾岸諸国における同じ国籍の外
国人の間の共生と分断 
 

 
３．研究の方法 
 
 本研究は、上記4つの研究テーマについて、
湾岸 3 カ国を 1 年に 1～3 カ国ずつ、アジア
の 3 カ国を 1 年に 1 カ国ずつ、3 年間にわた
って現地調査を行った。研究代表者・分担
者・協力者は研究対象の６カ国のいずれかの
地域研究者であり、本研究はこのメンバー間
の実質的なコラボレーションを特徴とする
ため、なるべく複数の研究者が同行程で調査
を実施した。主な研究方法は、テーマ 1では
関係省庁訪問と新聞記事分析、テーマ 2はイ
ンタビューとアンケート調査、テーマ 3は大
使館、宗教施設、学校、企業、NGO 訪問と参
与観察、テーマ 4ではインタビューと参与観
察である。 
 収集したデータ分析ならびに研究の推進
をはかるため、専門家を直接あるいはインタ
ーネットを通じて招き、国内研究会を年 2～3
回、国際ワークショップないしはセミナーを
年 1 回以上開催した。最終年度の平成 25 年
度には、中東研究やフィリピン研究の国際会
議でパネル発表を行ったほか、学術ジャーナ
ル紙で特集号を組んで、研究成果を発表した。 
 
 
４．研究成果 
 
 3 年間の研究の結果、国際移民研究におい
て中心を占める欧米型の移民社会とは異な
る移民社会のかたちが見えてきた。湾岸諸国
は、外国人労働者が人口の 3～9 割を占める
多外国人国家となっているが、その外国人労
働者たちはすべて契約労働者であり、長期間
暮らしていてもシティズンシップを持つ可
能性はない反面、ホスト社会から同化や社会
統合を求める圧力を感じずに暮らしている。
多様な人種や国籍の人が街角で日々すれ違
いながらも、簡単な挨拶や職業上の会話など
必要不可欠なコミュニケーションを除けば、
お互いの生活や文化にかかわる面には足を
踏み込まず、距離感を持って接する。それは、
彼らの生活や文化のベースが出身地にあり、
湾岸諸国での滞在は一時的であるという暗
黙の了解が外国人労働者の間にもあるから
である。彼らの多くは、特に長期滞在するよ
うになった場合、民族や宗教を基礎としたロ
ーカルあるいはトランスナショナルなネッ
トワークを自らの生きるコミュニティとし
ている。そして、これらのコミュニティが大
規模に組織化し、公の場においてそのプレゼ
ンスを主張することはない。 
 このような湾岸型移民社会の様相は、国際
移民研究全体のなかで、次のような新たな知
見をもたらした。第 1に、湾岸諸国における
同化圧力のなさを肯定的にとらえる意見が
中間層やエリート層の間で頻繁に聞かれる。
湾岸諸国は欧米諸国と違い、本国よりも豊か
な暮らしを享受しながら、ホスト社会とは必



要以上に交わらずに本国の文化様式やコス
モポリタンな生活様式を保てるという、いわ
ば「飛び地社会」のような存在であることが、
湾岸諸国で生活するメリットとみなす人が
無視できない割合いる。グローバル化が著し
く進展する現在、シティズンシップの見直し
に関する議論は世界各地で盛んになってい
るが、湾岸諸国在住の外国人労働者の生活世
界を探究することは、このシティズンシップ
の議論のなかで、それが付与されないことの
デメリットのみならず、メリットについても
検討する重要性を示している。 
 第 2に、分断状況を生み出す湾岸諸国の移
民受け入れ体制下では、多くの移民たちは経
済的な利益を得られる反面、心の安定を失い
やすい。そこで、ローカル、トランスナショ
ナルなネットワークのなかに身をおくこと
で、経済的利益以外の側面も維持している。
ただ、これらのネットワークは外部からは気
付きにくい。それは、権威主義的な君主制国
家において、外国人労働者たちが湾岸諸国で
生きるうえで必要な戦略として、政府当局の
監視の目を意識し、自分たちの行動が政府の
許容範囲内に留まるよう自己規制を敷きな
がら、つながりを構築しているためである。
湾岸諸国では、このような外からでは一見わ
からないようなネットワークが右往左往に
張り巡らされており、このあまり可視化され
ていないネットワークこそが外国人労働者
たちの長期滞在を支える実践といえる。 
 第 3に、湾岸諸国に存在する分断状況は決
して静的な状態ではなく、国内外の情勢の移
り変わりとともに常時変化している。そして
変化を起こす契機として注目に値するのが
国際的な声である。家事労働者の例は、ある
程度うまくいっているようにみえる湾岸諸
国の受け入れ体制でも、人権侵害と思えるよ
うな事件が起きるたびに、送り出し国政府、
国際NGOなどがこれらの国々の受け入れの仕
組みに問題と報じ、それが時には国際的な圧
力となる事実を示す。1970 年代のオイルブー
ム以降、経済開発や体制維持を効率的に進め
ることを念頭に構築されてきた湾岸諸国の
一時的労働力受け入れ体制だが、グローバル
な経済開発を進めるようになった現在、湾岸
諸国も国際社会と良好な関係を維持せざる
をえず、外国人労働者の人権の問題等にも向
き合うようになっている。 
 以上の研究成果は、研究プロジェクトのホ
ームページで一部を公開しているほか、平成
26 年度科学研究費助成事業・研究成果公開促
進費を得て明石書店から出版される。 
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